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小学校１〜３年生の部
◦グランプリ◦

さ
か
な
ず
か
ん
お
ぼ
え
ち
ゃ
う
よ
な

つ
や
す
み	

立
川　

杏
乃（
素
鵞
1
）

の
ぼ
り
ぼ
う
て
っ
ぺ
ん
で
つ
か
む
夏

の
風	

髙
橋　

伯
斗（
堀
江
3
）

お
し
ろ
山
に
ゅ
う
ど
う
ぐ
も
に
食
べ

ら
れ
そ
う	

小
原　

歓
大（
味
酒
2
）

か
ぜ
ふ
い
た
に
わ
で
さ
ん
ぱ
つ
夏
休

み	

宮
内　

玲
空（
湯
山
2
）

ど
ろ
ケ
ー
キ
た
ん
ぽ
ぽ
つ
ん
で
ト
ッ

ピ
ン
グ	

本
田　

理
恋（
垣
生
2
）

あ
め
あ
が
り
さ
く
ら
の
じ
ゅ
う
た
ん

そ
っ
と
ふ
む	

渡
部　

雅（
垣
生
2
）

あ
さ
が
お
は
ゆ
う
や
け
ま
え
の
そ
ら

の
い
ろ	

大
嶋　

立
惺（
清
水
1
）

な
に
も
か
も
は
な
び
の
お
と
で
ふ
っ

と
ん
だ	

松
浦　

駿
介（
宮
前
1
）

行
く
夏
よ
う
き
わ
の
空
気
ぬ
く
に
お

い	

鍚
村　

茉
生（
附
属
3
）

か
え
り
み
ち
ひ
と
り
で
あ
る
く
か
ぜ

か
お
る	

朝
野　

春
奈（
石
井
北
1
）

帰
り
道
母
の
日
が
さ
の
中
笑
う

	

古
茂
田　

美
晴（
湯
山
3
）

な
つ
や
す
み
え
き
を
か
ぞ
え
て
も
く

て
き
ち	

上
田　

陽
希（
生
石
1
）

お
と
う
と
と
さ
い
ご
の
は
な
び
に
て
を

ふ
っ
た	

久
米　

祐
輔（
味
生
第
二
1
）

き
も
の
き
た
先
生
に
あ
う
は
つ
も
う

で	

福
田　

鈴
愛
那（
石
井
2
）

と
び
立
っ
た
て
ん
と
う
虫
の
い
さ
ぎ

よ
さ	

八
田　

和
彦（
双
葉
3
）

遠
足
の
ぎ
ょ
う
れ
つ
ぬ
い
た
夏
つ
ば

め	

武
智　

櫻（
石
井
北
3
）

ね
ん
が
じ
ょ
う
お
ぼ
え
た
て
の
字
か

い
て
だ
す	

山
本　

鈴（
垣
生
2
）

お
つ
か
い
で
母
の
ま
ね
し
て
日
が
さ

さ
す	

藤
本　

里
愛
菜（
余
土
2
）

し
ん
こ
き
ゅ
う
く
ち
な
し
香
る
通
学

路	

髙
岡　

航
汰（
み
ど
り
3
）

町
へ
行
く
バ
ス
は
お
そ
い
な
サ
ル
ス

ベ
リ	

大
熊　

彩
心（
素
鵞
3
）

か
ま
き
り
が
ぎ
ろ
り
と
に
ら
む
雨
あ

が
り	

大
平　

晃
河（
桑
原
2
）

大
花
火
今
年
も
見
れ
た
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん	

山
影　

晃
誠（
さ
く
ら
2
）

ぼ
ん
お
ど
り
お
ど
り
し
ら
ず
に
わ
に

は
い
り	

田
村　

瑛
浩（
坂
本
2
）

し
ん
こ
き
ゅ
う
く
ち
な
し
香
る
通
学

路	

髙
岡　

航
汰（
み
ど
り
3
）

手
巻
き
ず
し
青
じ
そ
き
り
り
と
顔
を

出
し	

鹿
村　

沙
羅（
双
葉
3
）

か
ま
き
り
の
か
げ
が
く
っ
き
り
ご
ご

三
時	

福
井　

秀
崇（
湯
山
2
）

か
ま
き
り
の
か
げ
が
く
っ
き
り
ご
ご

三
時	

福
井　

秀
崇（
湯
山
2
）

運
動
会
は
く
せ
ん
の
こ
し
ま
た
来
年

	

藤
岡　

波
琉（
味
生
2
）

手
巻
き
ず
し
青
じ
そ
き
り
り
と
顔
を

出
し	

鹿
村　

沙
羅（
双
葉
3
）

か
ま
き
り
が
ぎ
ろ
り
と
に
ら
む
雨
あ

が
り	

大
平　

晃
河（
桑
原
2
）

ふ
く
わ
ら
い
は
ず
し
た
分
だ
け
大
わ

ら
い	

渡
部　

夏
乃
子（
久
枝
3
）

せ
み
の
こ
え
や
っ
と
か
ん
せ
い
ぷ
ら

も
で
る	

中
尾　

亮
介（
小
野
１
）

ど
か
ん
ど
か
ん
は
な
び
に
こ
こ
ろ
を
と

ら
れ
た
よ	

山
内　

奈
優（
湯
築
1
）

な
つ
の
ほ
し
ま
だ
ひ
か
ら
な
い
か
ん
ら

ん
し
ゃ	

髙
橋　

ゆ
す
ら（
道
後
1
）

く
り
の
数
数
え
て
と
な
り
の
ち
ゃ
わ

ん
見
る	

毛
利　

美
結（
潮
見
2
）

金
光  

敦
子  

選

堀
田  

優
子  
選

髙
須
賀 

智
子  

選

柴
川 

智
恵
子  

選

吉
見 

香
奈
子  

選

　夏のある日、外に出た
ら、家の白い壁に大きな
カマキリがくっついてい
て、くっきり映った黒い
影にとてもびっくりし
て、この句を作りました。
グランプリに選ばれて、
とてもうれしいです。こ
れからも、どんどん俳句
作りを頑張ります。

か
ま
き
り
の
か
げ
が
く
っ
き
り
ご
ご
三
時

福井　秀崇
（湯山小２年）

中学校の部
◦グランプリ◦

老
木
に
手
つ
き
顔
寄
す
炎
天
下

	

山
内　

七
海（
久
米
3
）

退
屈
な
空
を
飲
み
込
む
入
道
雲

	

黒
田　

旺
那（
高
浜
2
）

春
風
や
運
動
靴
に
ひ
も
通
す

	

郡　

美
共（
東
3
）

黙
々
と
拭
き
掃
除
終
え
夏
が
来
る

	

永
野　

綾
花（
余
土
3
）

暑
か
ろ
に
言
葉
で
い
や
す
お
接
待

	

西
村　

友
一（
久
谷
2
）

テ
ー
ブ
ル
に
出
し
そ
び
れ
た
る
残
暑

見
舞
い	

西
浦　

早
紀（
南
2
）

負
け
た
日
も
き
れ
い
に
見
え
た
夏
の

空	

倉
田　

昂
育（
鴨
川
2
）

老
木
に
手
つ
き
顔
寄
す
炎
天
下

	

山
内　

七
海（
久
米
3
）

テ
ス
ト
見
せ
黙
る
父
と
子
せ
み
し
ぐ

れ	

村
上　

結
衣（
南
3
）

縁
側
で
日
ざ
し
編
み
込
む
毛
糸
か
な

	

泉
市　

梨
代（
桑
原
3
）

テ
ー
ブ
ル
に
出
し
そ
び
れ
た
る
残
暑

見
舞
い	

西
浦　

早
紀（
南
2
）

陽
炎
と
ス
タ
ー
ト
前
に
に
ら
み
合
う

	
丸
山　

勇
人（
西
2
）

潔
白
の
食
器
を
彩
る
夏
野
菜

	

宇
都
宮　

優
之
介（
県
西
2
）

上
半
身
浮
か
ぶ
農
夫
の
青
田
か
な

	

黒
光　

晴
香（
南
第
二
3
）

落
ち
た
蝉
あ
り
ふ
れ
た
日
々
を
ど
う

生
き
た	

小
山　

瑠
子（
椿
3
）

「
自
分
越
え
」悔
し
さ
バ
ネ
に
挑
む
夏

	

住
田　

麻
結（
県
西
3
）

家
庭
向
け
白
菜
出
荷
初
仕
事

	

中
川　

凌
我（
南
第
二
2
）

落
ち
た
蝉
あ
り
ふ
れ
た
日
々
を
ど
う

生
き
た	

小
山　

瑠
子（
椿
3
）

縁
側
で
日
ざ
し
編
み
込
む
毛
糸
か
な

	

泉
市　

梨
代（
桑
原
3
）

青
い
空
夏
を
奏
で
た
十
二
分

	

小
川　

ひ
か
る（
雄
新
3
）

将
来
の
夢
を
語
り
し
庭
花
火

	

山
本　

梨
央（
小
野
3
）

い
ざ
食
す
仏
間
の
ス
イ
カ
に
お
じ
ぎ

し
て	

髙
橋　

牧
子（
愛
光
2
）

盆
帰
省
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
が
つ
く
る
道

	

山
内　

慶
吾（
新
田
青
雲
3
）

虚
空
よ
り
人
の
世
見
下
ろ
す
朧
月

	

向
井　

俊
介（
南
第
二
2
）

ふ
る
さ
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
乾
き
蝉
時
雨

	

仙
波　

京
悟（
済
美
平
成
1
）

老
木
に
手
つ
き
顔
寄
す
炎
天
下

	

山
内　

七
海（
久
米
3
）

約
束
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
で
晩
夏
来
る

	

安
岡　

智
怜（
県
西
1
）

老
木
に
手
つ
き
顔
寄
す
炎
天
下

	

山
内　

七
海（
久
米
3
）

空
蝉
の
す
が
る
梯
子
の
八
合
目

	

柚
山　

泰
成（
小
野
3
）

帰
省
し
た
兄
の
顔
見
て
照
れ
笑
い

	

井
手　

め
ぐ（
道
後
2
）

一
人
釣
る
ま
わ
り
に
師
匠
島
の
夏

	

矢
野　

弘
道（
済
美
平
成
2
）

祖
父
か
ら
の
歯
抜
け
と
う
き
び
笑
み

こ
ぼ
れ	

永
易　

真
依（
南
1
）

新
し
い
私
が
一
人
初
日
影

	

山
口　

り
さ（
済
美
平
成
2
）

か
な
か
な
や
山
ふ
と
こ
ろ
の
廃
校
舎

	

中
野　

加
奈
子（
附
属
2
）

街
路
樹
の
若
葉
や
淡
き
影
つ
く
る

	

富
永　

香
琳（
済
美
平
成
1
）

片
山  

信
二  

選

緒
方  

義
彦  

選

宮
嵜  

恭
子  

選

武
田  
香
織  
選

渡
部  

和
寛  

選

　厳しい暑さの中、中学
校最後の体育大会に向け
て応援練習をしていた
時、校庭の木陰で目を閉
じ、木の肌に涼を求め一
息つく姿を俳句にしまし
た。グランプリ受賞の感
動を、受験勉強のエネル
ギーにしたいと思います。

老
木
に
手
つ
き
顔
寄
す
炎
天
下

山内　七海
（久米中３年）

小学校４〜６年生の部
◦グランプリ◦

く
つ
の
中
飛
び
こ
ん
で
き
た
夏
の
海

	

忽
那　

亮
汰（
堀
江
6
）

夏
祭
り
お
れ
の
太
鼓
が
空
を
飛
ぶ

	

近
藤　

理
気（
窪
田
6
）

目
玉
焼
き
こ
が
し
た
よ
う
な
セ
ミ
の

声	

平
井　

李
果（
味
酒
5
）

く
つ
の
中
飛
び
こ
ん
で
き
た
夏
の
海

	

忽
那　

亮
汰（
堀
江
6
）

船
を
こ
す
波
に
負
け
な
い
ア
ジ
の
群

	
大
塚　

秀
真（
湯
山
5
）

三
百
本
す
ぶ
り
の
相
手
は
冬
将
軍

	

髙
谷　

岳（
垣
生
5
）

か
た
つ
む
り
い
っ
し
ょ
に
母
を
へ
い

で
待
つ	

山
本　

杏
奈（
素
鵞
6
）

や
る
と
い
い
最
後
の
夏
の
午
後
に
や

る	

新
谷　

紗
彩（
味
生
6
）

波
の
音
教
え
て
く
れ
た
平
泳
ぎ

	

大
森　

綾
希（
粟
井
5
）

父
の
日
に
似
て
な
い
似
顔
絵
背
に
か

く
す	

安
　

有
結
乃（
久
枝
6
）

ジ
ャ
ン
プ
せ
ず
と
ど
い
た
桜
母
笑
う

	

橘　

空（
垣
生
6
）

田
植
え
し
て
大
事
に
食
べ
る
晩
ご
飯

	

仁
木　

魁
星（
生
石
5
）

瀬
戸
の
海
サ
ザ
エ
四
個
が
ぼ
く
の
技

	

福
島　

久
輝（
津
和
地
5
）

母
と
口
き
き
た
く
な
い
日
蝉
時
雨

	

山
本　

祥
太
郎（
附
属
5
）

宿
題
を
か
く
し
て
食
べ
る
か
き
氷

	

毛
利　

陽
菜（
味
生
第
二
6
）

弟
が「
ね
え
ね
」と
呼
ん
だ
夏
の
朝

	

松
田　

美
月（
荏
原
6
）

ジ
ャ
ン
プ
せ
ず
と
ど
い
た
桜
母
笑
う

	

橘　

空（
垣
生
6
）

ひ
ま
わ
り
の
百
八
十
二
度
そ
り
返
り

	

松
長　

美
咲（
番
町
6
）

ひ
ま
わ
り
の
百
八
十
二
度
そ
り
返
り

	

松
長　

美
咲（
番
町
6
）

ふ
う
り
ん
の
音
色
確
か
め
柄
選
ぶ

	

祝　

し
ず
く（
清
水
5
）

夕
立
よ
勝
て
た
は
ず
の
試
合
か
な

	

山　

涼（
湯
築
6
）

夏
の
風
短
く
な
っ
た
か
み
ふ
わ
り

	

成
澤　

舞
宴（
さ
く
ら
4
）

黒
袴
塩
ふ
き
白
き
夏
け
い
古

	

隅
田　

ひ
な
の（
桑
原
6
）

ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
友
達
ぼ
く

の
夏	

曽
根　

謙
士
朗（
た
ち
ば
な
6
）

父
の
日
に
似
て
な
い
似
顔
絵
背
に
か

く
す	

安
　

有
結
乃（
久
枝
6
）

桜
ち
る
地
面
ふ
わ
ふ
わ
軽
く
な
る

	

上
甲　

奏
葉（
高
浜
6
）

夏
祭
り
射
的
の
プ
ラ
モ
に
ロ
ッ
ク
オ

ン	

荒
川　

玲
旺（
石
井
東
5
）

由
布
岳
に
背
中
を
押
さ
れ
歩
く
夏

	

塩
出　

真
海（
清
水
5
）

夏
み
か
ん
す
っ
ぱ
い
ふ
り
し
て
一
人

じ
め	

筒
井　

ひ
と
み（
窪
田
5
）

く
つ
下
の
日
や
け
を
残
し
始
業
式

	

玉
井　

音
（々
河
野
6
）

ゆ
ず
う
か
べ
今
日
の
で
き
ご
と
話
す

夜	

大
上　

裕
一
郎（
雄
郡
4
）

指
の
わ
で
花
火
の
ぞ
け
ば
万
げ
き
ょ

う	

政
所　

和
花（
生
石
4
）

そ
う
め
ん
が
ち
ょ
こ
っ
と
の
ぞ
く
歯
の

す
き
間	

田
中　

亮
太
朗（
浅
海
4
）

暗
闇
の
殺
風
景
に
花
火
咲
く

	

荒
井　

崚
生（
三
津
浜
6
）

川
の
字
が
何
度
も
う
ね
る
熱
帯
夜

	

大
瀬
戸　

結
子（
久
枝
6
）

茨
木  

里
子  

選

矢
野  

裕
司  

選

大
久
保 

礼
子  

選

向
井  

京
子  

選

矢
野 

三
佳
里  

選

　父の日に似顔絵をなか
なか渡せずにいると、母
が「似てるよ」と言ってく
れて渡すことができまし
た。この句ができたのは
両親のおかげで、とても
感謝しています。これか
らも、自分の気持ちを大
好きな俳句に表現して楽
しみたいです。

父
の
日
に
似
て
な
い
似
顔
絵
背
に
か
く
す

安 有結乃
（久枝小６年）

高等学校の部
◦グランプリ◦

朝
顔
が
こ
こ
は
せ
ま
し
と
咲
き
乱
れ

	

井
上　

友
理
華（
北
条
1
）

た
ん
ぽ
ぽ
を
一
吹
き
風
に
乗
せ
て
や

る	

大
西　

優
太（
伊
予
2
）

夏
休
み
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
休
め
な
い

	

森
川　

一
誠（
上
浮
穴
2
）

課
題
は
と
横
に
首
振
る
扇
風
機

	

髙
岡　

波
留
希（
松
山
南
砥
部
1
）

雷
の
音
に
動
じ
ず
猫
眠
る

	

高
岡　

奈
（々
松
山
南
砥
部
1
）

遠
ざ
か
る
君
の
背
中
と
曼
珠
沙
華

	

松
尾　

麻
未（
附
属
1
）

た
ん
ぽ
ぽ
を
一
吹
き
風
に
乗
せ
て
や

る	

大
西　

優
太（
伊
予
2
）

志
望
大
胸
に
秘
め
つ
つ
墓
洗
う

	

小
原　

樹
乃
果（
松
山
中
央
3
）

浴
衣
着
て
風
の
気
持
ち
を
感
じ
た
り

	

田
中　

美
帆（
伊
予
2
）

亡
き
祖
父
の
来
た
か
輝
く
茄
子
の
牛

	

栗
林　

謙
伍（
松
山
聖
陵
2
）

幸
せ
を
振
り
ま
く
よ
う
に
散
る
桜

	

田
窪　

美
歩（
附
属
1
）

大
西
日
未
来
に
向
か
う
バ
ス
の
中

	

中
野　

郁
子（
松
山
中
央
3
）

そ
よ
風
が
額
の
汗
を
拭
っ
て
る

	

粕
谷　

円
花（
松
山
中
央
1
）

コ
ン
ク
ー
ル
鳥
肌
た
っ
た
ら
汗
ひ
い

た	

林　

麻
衣（
伊
予
1
）

カ
ナ
リ
ア
の
黙
続
き
た
る
昭
和
の
日

	

伊
藤　

聡
美（
松
山
東
3
）

進
路
決
め
見
上
げ
た
空
に
花
火
か
な

	

家
串　

莉
央（
松
山
中
央
3
）

打
っ
た
矢
が
夏
風
切
っ
て
的
を
射
る

	

横
田　

正
樹（
松
山
工
業
2
）

た
ん
ぽ
ぽ
を
一
吹
き
風
に
乗
せ
て
や

る	

大
西　

優
太（
伊
予
2
）

花
火
見
る
君
の
横
顔
じ
っ
と
見
る

	

吉
田　

桃
花（
北
条
1
）

ミ
ツ
バ
チ
は
花
の
香
り
の
宅
配
便

	

稲
田　

純
麗（
松
山
工
業
1
）

初
実
習
鉄
を
叩
い
て
汗
ま
み
れ

	

手
島　

誠（
松
山
工
業
1
）

父
親
を
親
父
と
呼
ん
だ
夏
休
み

	

有
田　

大
介（
松
山
中
央
1
）

梅
雨
明
け
て
雲
の
切
れ
間
に
日
の
か

け
ら	

八
塚　

柾
樹（
上
浮
穴
3
）

宿
題
を
一
つ
忘
れ
て
雲
の
峰

	

丸
本　

勝
典（
松
山
中
央
1
）

火
花
散
ら
し
自
分
で
作
る
扇
風
機

	

井
上　

翔
太（
松
山
工
業
1
）

髙
石  

幸
平  

選

阪
本  

謙
二  

選

福
谷  

俊
子  

選

上
原  

白
水  

選

玉
井  

翠
陽  

選

　自転車で公園のそばを
通ると、４、５歳ぐらい
の男の子が、たんぽぽの
種を飛ばして、母親を自
慢気な顔で見ていまし
た。その時の情景を思い
出して、この句を作りま
した。何気なく作ったこ
の句がグランプリを頂
き、とても光栄です。

た
ん
ぽ
ぽ
を
一
吹
き
風
に
乗
せ
て
や
る

大西　優太
（伊予高２年）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
�
子
規
記

念
博
物
館
☎
931
５
５
６
６
・
�
934

３
４
１
６
へ
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